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１．団体概要の紹介

官民協働で「オープンデータ・ビッグデータ」の活用推進により地域活性化を図るため、
オープンデータの推進とその活用技術の向上と普及、地域データサイエンティストの育成、
地域社会におけるデータ活用の調査研究、普及啓発活動を行っています。

・地域データサイエンティストの育成
・オープンデータの推進
・データ分析・ビジュアライゼーションの推進
・データ分析セミナーの実施
・データ分析サロンの設置運営
・IoT/ビッグデータの活用推進
・ロボットおよび人工知能の地域実装

データとデータを活用する人を育てています。

データではぐくむ、未来
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データの視点を持つ地域人材

地域データの収集・蓄積・流通促進

高度データ利活用技
術の蓄積

データ利活用支援

ビジネス創出

地域課題の解決

まちづくり
経済活動の効率化
生産性の向上 安心な暮らし

ひとづくり しごとづくり
施策

テレワーク推進

活動紹介データを活用するひとづくり・まちづくり・しごとづくり

自営型テレワーカー

テレワーカー育成・ITベンチャー支援

まちづくりをデータで支える
地域経営支援サービス提供 IT起業支援

新しい働き方

官民データ活用推進

AIエージェント

オープンデータ

公益民間団体

（一社）データクレイドル倉敷市・地方公共団体等 民間企業・団体・個人

官 民官民のハブ
民間・経済団体連携

ビッグデータ

イベント・セミナー
統計検定

公共データサイエンティスト

地域経営支援サービス
市民データサイエンティスト

Eラーニング

IoTプラットフォーム
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データ利活用推進の考え方

地域でデータを活用する人が育つと、地域のデータが育つ

データに興味を持ち、活用しようとする人達を増やすことが
私たちの使命と考えています。

（１）オープンデータ推進
オープンデータポータル
「dataeye」

（２）データ利活用推進
データ分析・可視化
ワークショップ
コミュニティ

（４）データ利活用人材育成
データ分析サロン
オンライン教材提供
テレワーカ育成

（３）AI/IoTの地域実装

知識ベース整備
AIエージェント開発

人流解析サービス
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２．データの広域的活用

（１） 広域的活用のデータの入手先
・DATA.GO.JP（日本政府のデータカタログサイト ）

e-STAT RESAS 等
・県のオープンデータ・カタログサイト
・民間データ 各種ビッグデータ 等

（２） 複数団体共同運営のオープンデータ・カタログサイトの例
・高梁川流域圏データポータル data eye
・津山圏域定住自立圏 data eye

（３） 期待～何が見えるか
・比較
・広域的データと地区データの組み合わせ
・広域的な○○の把握手法とその活用方法の検討
・その他

（４） 活用のための環境・要件
・情報流通連携基盤 ～ 広域データ収集・蓄積・提供のための手段・基盤
・共通語彙基盤、文字情報基盤 ～ 統一分類名・項目名
・適切なビジュアル化 等
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 国が提供するオープンデータの活用
 DATA.GO.JP（日本政府のデータカタログサイト ）
 http://www.data.go.jp/
 「データカタログサイト」は、各府省の保有データをオープン
データとして利用できる場をつくり、データの提供側・利用側
双方にオープンデータのイメージを分かりやすく示すことを
目的としたポータルサイト

 ＲＥＳＡＳ（地域分析システム）の活用
 https://resas.go.jp/
 地域に関する官民の様々なデータを搭載し、分かりやすく「
見える化」したシステム

 E-statの活用
 https://www.e-stat.go.jp/
 政府統計の総合窓口（e－Stat） 政府統計の総合窓口（e－

Stat）は各府省等が公表する統計データを一つにまとめ、統
計データを検索したり、地図上に表示できるなど、統計を利
用する上で、たくさんの便利な機能を備えた政府統計のポ
ータルサイト

 その他

（参考）政府提供のオープンデータサイト
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高梁川流域圏データポータル
高梁川流域圏（7市3町）データカタログ

倉敷市、笠岡市、井原市、総社市、高梁市、
新見市、浅口市、早島町、里庄町、矢掛町

おかやまオープンデータカタログ

http://www.okayama-opendata.jp/

https://dataeye.jp/

データ連携

倉敷市（一般社団法人データクレイドル）岡山県

岡山県内のオープンデータカタログサイト取組事例

津山圏域定住自立圏 data eye
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データの広域的収集・提供・活用

（２） 複数団体共同運営のデータ・カタログサイト

倉敷市
笠岡市
井原市
総社市
高梁市
新見市
浅口市
早島町
里庄町
矢掛町

圏域内の団体による、オープンデータの
データポータルと標準化サイトの運営

・グループ機能、テンプレートによる標準化
・横串処理が可能に
・運営コストの軽減
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官民ビッグデータによる災害通行実績データシステムの運用を開始（H29/5）
～ＥＴＣ２．０と民間通行実績データを活用して災害対応を強化～

ITS Japanは、7月8日、台風第7号及び梅雨前線に伴う豪雨災害へ
の対応として、「乗用車・トラック通行実績情報」を公開した。

官民データの活用事例
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コンテンツ例:「データから見えるもの」コンテンツ

WiFi アクセスポイント接続ログを用いたビジュアライズH27年度 高梁川未来マップ制作

H28年度 高梁川未来マップ拡充
・公共施設データ追加
・ユーザーデータとのマッシュアップ機能追加

ユーザが手持ちデータを
アップして重ね合わせて

表示

スポットを選択して分布
などの詳細を表示

年代バーをスライドして
時系列変化を確認
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スポットを選択して分
布などの詳細を表示

年代バーをスライドして
時系列変化を確認

オープンデータ
や

ユーザデータを
重ね合わせて表

示

中国地域未来マップ:メッシュ表示
（自主事業として作成中）

メッシュ/町丁目
表示切替

地域連携

コンテンツ例:広域な共通データによるビジュアル化の例
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IoTプラットフォーム

IoTビジネス処理プラットフォーム

IoTデータ収集・活用の例

IoTサービス

リアルタイム
ビジュアライズ
-人流NOW
-通行量NOW
-車流NOW

カメラ

解析コンピュータ

ビデオセンサ
（人流）

この画像は表示できません。

車番認識
カメラ

車番
認識装置

ビデオセンサ
（車番認識）

IoTセンサ
（通行量）

Tセンサ（通行量）人感センサ

端末機

LoRaゲートウェイ
LTE LTE

LPWA
ネットワーク

データ統合・分析共通PaaS
データレイク
-構造化データ処理
-非構造化データ処理

一時データ保存処理

人流解析データ
処理基盤

車番認識
処理基盤

データ連携API
-人流NOW 
-通行量NOW
-車流NOW

倉敷美観地区人流NOW

高梁川流域圏データポータル「dataeye」
データから見えるもの
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